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遠藤副看護師長さん育休より復帰‼

7月から５病棟配置となりました。
育児と仕事の両立を目指しています。
運動不足でなかなか筋肉痛が治りませ
んが、スタッフの皆さんの元気の良さ
についていけるように頑張ります！

昨年度の固定チームの取り組み「重症心身障害者病棟医療チームにおけるレクリエーションの取り組
み」を発表させていただきました。西本先生からの助言や、他院の発表を聞き学びのある一日となりま
した。今後もチーム一丸となって頑張ります。 ５病棟看護師 茗荷仁美

固定チームナーシング鳥取地方会

七夕会

土井先生のギター演奏で季節の音楽を
楽しみ、夏の風物詩かき氷をみんなで
いただき、短冊に願いを込めて飾りつ
けを行いました。「かき氷がおいし
かったです。楽しい時間でした。」
「先生にギターのイメージがなくて
ビックリしたけど、お上手でした。」
など参加者から感想がありました。

短冊にそれぞれの願い事を書き、
笹に飾りつけをしました。屋台の
ゲームをしたり、おばけたちと一
緒に写真を撮ったりと、「まつ
り」の賑やかな雰囲気を感じなが
ら楽しいひとときを過ごしました。

受け持ち看護師が代筆をし、
短冊に願い事を書いて飾り
ました。その他にも、しゃ
んしゃん踊りをみんなで踊
り、花火鑑賞を行ったり楽
しく過ごしました。

CVPPP（包括的暴力防止プログラム）とは、リスクアセスメントや、
交渉術、暴力を回避する手技などを含む看護技術です。パーソンセン
タードケアの理念のもと暴力を起こした、あるいは起こしそうになっ
ている当事者に対して「徹底した当事者の尊重と人権を保障したケ
ア」を目指しています。当院はインストラクター2名、トレーナー25名
が在籍しており、院内・外を対象に研修会を開催しています。自施設
および地域医療に貢献できるよう今後も取り組んでいきます。

CVPPPインストラクター
6病棟看護師 藏本 和雄
10病棟看護師 丸毛 洋子

日本医療マネジメント学会

CVPPPの取り組み

固定チームナーシング
中国地方会

『神経難病患者の在宅療養継続のための退院支援～退
院前・退院後訪問のマニュアル化に取り組んで～』を
テーマとした論文を発表しました。
『退院前・後訪問を行う過程で、問題があった場合、
訪問看護へのつなぎはどのようにしているのか』等の
質問があり、退院支援について、他病院においても重
要視されていると感じました。今後も引き続き、地域
と連携しながら、患者・家族が住み慣れた環境で過ご
すことができ、患者の病気の進行状況に合わせた支援
をしていきたいと思います。 1病棟 森田久美子

学会発表

認知症看護認定看護師誕生のお知らせ

7病棟副看護師長・岡田雅人さんが、この度、認定試験に
合格されました。今後のご活躍を期待しています。

6月25日、湖山消防署消防士立会いの中、避難訓
練が行われました。出火場所は8病棟。隔離、拘
束、車いす等の患者さんをどの順番で誰が誘導す
るとよいのか考え、安全に対する意識を高める良
い機会になりました。 看護師長 和田由貴子

7月13日に固定チームナーシング研
究集会第11回中国四国地方会に参
加しました。看護師船越雅代さん
が昨年度の取り組みについて発表
しました。他病院での取り組みに
ついても学んできましたので今後
に活かしていきたいです。

3病棟 田中舞


